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(1)2027年3月期第１四半期決算
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業績報告
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• 四半期での営業利益としては過去最高

• オプト用リードフレームのハイエンドLED向け、コネクタ用部品のスマートフォン向けを中心に増収

• パワー半導体用リードフレームは前年同期比1％減収だが、自動車向けやサーバー向けが回復、前4Q比では増収

• 利益面では、増収に加え、工場稼働率と製品ミックスの改善、メッキの内製化により収益力が向上

期比較2027/3期 1Q2026/3期 1Q2025/3期 1Q
単位：百万円

前期比(%)売上比(%)実績売上比(%)実績売上比(%)実績

+22.1100.08,723100.07,146100.06,506売上高

+49.316.11,40413.294011.5749売上総利益

+9.47.96888.86299.9645販管費

+129.98.27154.43111.6104営業利益

--△30.2120.15為替差損益

+109.78.17064.73362.1135経常利益

+95.55.95143.72630.747四半期純利益

-77.93円-41.27円-7.04円
1株当たり
四半期純利益



四半期別業績報告（第1四半期）
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• オプト用リードフレーム、コネクタ用部品を中心に、売上高は25年3月期4Qをボトムに四半期比で増収継続

• スマートフォンの新規モデル向けが出荷開始。ハイエンドLED向けが民生・車載ともに順調に増加

• 工場稼働率と製品ミックスの改善、メッキ内製化による収益力の向上により前年同期比、前4Q比ともに大幅な増益

2027/3期2026/3期
単位：百万円

4Q比(%)前同比(%)1Q通期4Q3Q2Q1Q

+9.0+22.18,72330,4158,0047,7587,5057,146売上高

+8.5+49.31,4044,5461,2931,2421,069940売上総利益

△26.6+9.46882,896938677651629販管費

+101.2+129.97151,650355565418311営業利益

--△31△175012為替差損益

+87.9+109.77061,766375579474336経常利益

+104.0+95.55141,231252390325263四半期純利益



製品群別四半期売上高（第1四半期）
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• パワー半導体用リードフレームは車載向けが堅調、民生・産機向けもサーバー向け中心に底打ち、4Q比では増収

• オプト用リードフレームではハイエンドLED向けが民生の量産本格化に続き車載も量産開始となり、増収トレンド継続

• コネクタ用部品はスマートフォンの新規モデル向け出荷が開始し堅調、車載向けとともに増収

2027/3期2026/3期
単位：百万円

4Q比(%)前同比(%)1Q通期4Q3Q2Q1Q

+4.5△1.12,58510,1522,4742,5262,5352,615
パワー半導体用
リードフレーム

+5.9+57.61,7465,1901,6491,2261,2051,108
オプト用
リードフレーム

+14.8+29.94,24114,4113,6933,8323,6213,264コネクタ用部品

△19.9△5.9149661186173142158その他

+9.0+22.18,72330,4158,0０47,7587,5057,146合計



経常利益増減要因（第１四半期）
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336

370

282

△ 189

△ 59 △ 10
△ 24

706

26/3期1Q
経常利益

増減収効果 付加価値率 固定費 販管費増減 営業外収益 営業外費用 27/3期1Q
経常利益

（百万円）

固定費の主な増減内訳

（符号は利益に対して）

増減収効果

オプト用リードフレーム、コネクタ用部品

のウェアラブル端末向けを中心に増収

付加価値率

①メッキの内製化による、

付加価値の取り込み

②オプト用リードフレームの

ハイエンド品の増加

固定費・販管費

生産高増加に伴う労務費

及び運賃搬送費・荷造費増加

△147労務費増加

△12減価償却費増加

△17電力費

+46消耗品費

経常利益：369百万円増加

販管費の主な増減内訳

（符号は利益に対して）

△29運賃費等増加



用途別量産品売上構成比（第１四半期）
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• 車載はオプト用リードフレームがハイエンド品の量産開始で伸長。パワー半導体用リードフレーム、エアバッグ向けコネクタは共に堅調

• スマートフォンは前期からの好調を維持しつつ新規モデル向けの出荷が開始。ウェアラブルは減少したが、新製品向けの受注は増加

• 民生・産機・その他の汎用パワー半導体用リードフレームは底を脱したものの低調。オプト用リードフレームはハイエンド品が堅調に推移

40.7%

25.2%

4.2%

29.9%

車載民生・産機・その他

スマートフォン

•構成比は前年同期の42.0％から1.3pt減少
前年同期比19.5％増加

•オプト用リードフレームの車載向けが伸長

• xEV向けパワー半導体用リードフレーム、
エアバッグ向けコネクタ等は共に堅調

•構成比は前年同期の23.6％から1.6pt増加
前年同期比32.0％増加

•スマートフォン向けコネクタ部品の新規モデル向け
が出荷開始となり、好調に推移

•構成比は前年同期の28.7％から1.2pt増加
前年同期比28.7％増加

•高性能パワー半導体用リードフレームは復調

•オプト用リードフレームはハイエンド品が大幅増

ウェアラブル

•構成比は前年同期の5.7%から1.5pt減少
前年同期比10.5％減少

•新製品に向けた金型製作は堅調、２Q以降に
期待



(2)2027年3月期業績予想
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業績予想
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• 売上高・利益とも上方修正、営業利益は中期経営計画の目標値である24億円に上方修正し、最高益を目指す

• パワー半導体用はサーバー向けが牽引、オプト用はハイエンド品の量産立上が順調、コネクタはスマートフォン向けが上振れ

• 利益面では増収に加え、メッキ内製化による付加価値の取り込みや、工程改善等による収益力向上が業績に寄与

2027/3期
2026/3期

単位：百万円 今回予想期初予想

前期比(%)売上比(%)予想売上比(%)予想売上比(%)実績

+11.8100.034,000100.032,000100.030,415売上高

+14.415.35,20014.74,70014.94,546売上総利益

△3.38.22,8008.42,7009.52,896販管費

+45.47.12,4006.32,0005.41,650営業利益

+35.87.12,4006.32,0005.81,766経常利益

+42.15.11,7504.41,4004.01,231当期純利益

--265.10円-217.38円-191.21円1株当たり当期純利益

--80.0円-77.0円-75.0円配当金



製品群別売上高予想
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• パワー半導体向けリードフレームは車載向けの回復に加え、民生・産機ではサーバー向けがけん引して復調

• オプト用リードフレームはハイエンド品が車載向けを中心に順調に量産立ち上げ、着実な成長が続く

• コネクタ用部品はスマートフォン向けなどの需要が期初予想を上回り、高い水準で推移

2027/3期
2026/3期

単位：百万円 今回予想期初計画

前期比(%)構成比(%)予想構成比(%)予想構成比(%)実績

+8.432.411,00031.310,00033.４10,152
パワー半導体用
リードフレーム

+34.920.67,00021.97,00017.０5,190
オプト用
リードフレーム

+7.645.615,50045.314,50047.４14,411コネクタ用部品

△24.41.55001.55002.2661その他

+11.8100.034,000100.032,000100.030,415合計



(3)中期経営計画進捗
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『2nd STEP』（2027年3月期修正予想）
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• 2027年3月期予想を上方修正。中期経営計画に対し、売上高は上振れ、営業利益は計画達成を目指す

• 営業利益は『2nd STEP』初年度の2025年3月期の6億円から27年3月期には24億円へ急回復する見通し

• 車載向けLEDリードフレームや高周波対応コネクタ部品、ウェアラブル端末向けマイクロコネクタ部品も立ち上がっており、

『３rd STEP』でも成長を続け、『ビジョン 2030』の実現を目指す

2nd STEP最終年度 期初予想 売上高・ROE

99 119 111 107 101 100 110 

36 
37 26 33 51 70 70 

129 
129 

109 120 
144 

145 
155 

272 
292 

252 
268 

304 
320 

340 

8.7%

6.5%

0.6%
2.1%

5.5%

6.0%

7.3%

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期 2027/3期

期初予想

2027/3期

今回予想

パワー半導体用LF オプト用LF コネクタ用部品 その他 ROE

27/3期

2nd STEP最終年度 今回予想

売上高

340億円

ROE

7.3％

営業利益

24億円
（利益率7.1%）

売上高

320億円

ROE

6.0％

営業利益

20億円
（利益率6.3%）
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（当初計画）『2nd STEP』（2025年3月期～2027年3月期）
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• 自動車向けパワー半導体用リードフレームやハイエンドLED等の成長分野への投資により、2nd STEP最終年度は

売上高300億円を計画

• 増収に加えて、メッキ工程の内製化やスマートファクトリーの推進による生産効率向上により

営業利益は24億円、利益率も8.0％を計画

1st STEP実績（3カ年平均） 売上高・ROE

99 119 111 107 101 

36 
37 26 33 51 

129 
129 

109 120 
144 

272 
292 

252 
268 

304 300 

8.7%

6.5%

0.6%
2.1%

5.5%

9.0%

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期 2027/3期

当初目標数値

パワー半導体用LF オプト用LF コネクタ用部品 その他 ROE

2nd STEP最終年度 当初目標数値

売上高

300億円

ROE

9％

営業利益

24億円
（利益率8.0%）

売上高

272億円

ROE

4.7％

営業利益

12億円

14



中長期成長目標
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• 『ビジョン2030』では、付加価値率の向上を軸とした各種施策で、主力製品のマーケット成長を上回る売上・利益成長を図る

• 『2nd STEP』では、車載向けリードフレームの生産拡大、ハイエンドLEDの強化、メッキ内製化による生産性向上を実現する

• 『2nd STEP』の主要施策はほぼ当初計画に沿って進捗

ベース目標
営業利益
35億円

1ｓｔ STEP 2nd STEP

営業利益
15億円

成長分野への投資と収益力の強化

•スマートフォン・ウェアラブル端末向け部品の
増強（津軽工場拡張）

•パワー半導体部品の生産能力増強

•メッキ内製化による一貫生産体制強化

•先端技術・製品の開発（燃料電池）

•パワー半導体における次世代製品の比率向上

•ハイエンドLED等、車載分野への注力

•一貫生産体制の更なる強化

•グローバル生産の拡大

•燃料電池部品実用化

•一貫生産品の生産拡大

3ｒｄ STEP（利益規模）

（時間）2021/3期 2031/3期2024/3期 2027/3期

金型技術の進化 = 職人技の発掘と伝承×自動化

•職人技のデジタル化（画像化・映像化） •経験知・職人技のデータ共有化

•傾向管理の展開、ものづくり文化の改革

•金型保全のAI化実現

•精密加工の無人化

•新ERPシステムの導入

•スマートファクトリーの実装試験
（津軽工場）

•ビッグデータの構築と見える化の推進

•国内拠点・海外拠点への横展開

•AIによるビッグデータの活用

スマートファクトリーによる経営資源の最適化
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業績推移
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• 『ビジョン2030 1st STEP』は、22年3月期に過去最高益を計上したが、24年3月期は民生・産業機器向けの調整で大幅減益

• 『2nd STEP』では、LED用リードフレームの拡大やコネクター部品の回復により、２７年３月期の営業利益を24億円へ上方修正、
最高益を更新し、中期経営計画達成を目指す

売上高・営業利益の推移

19,135 19,367 

22,104 
21,048 

22,647 22,999 

27,250 
29,265 

25,244 26,880 

30,415 

34,000 

781

1,241

1,675

1,132

1,358

1,563

2,012

1,561

160

618

1,650

2,400

16/3期 17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期

予想

売上高（百万円） 営業利益（百万円）
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株主還元
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40 

50 

60 

70 71 
75 77 

80 

1.6% 1.9% 2.1% 2.5% 2.5% 2.6% 2.6%

21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期

（期初予想）

27/3期

（今回予想）

年間配当金(円） DOE

配当金・DOEの推移

• 2023年5月に配当方針をDOE2.5％以上に変更

• 27年３月期は売上高・営業利益を上方修正、配当も中期経営計画で目標としていた77円から増配し、80円を計画

• 業績は24年3月期をボトムに回復、資本効率向上によるROEの引上げと、株主還元の一層の強化のため、

50万株を上限に自己株取得を決定

 DOE2.5％以上を配当の数値基準とする

 中期経営計画「２nd STEP」でも、最適な自己資本水準や短期

的な利益増加の反映方法を総合的に勘案しつつ、増配トレンド

を継続する

 2027年3月期は80円配当を予定
（DOE2.5％ DOE（自己資本配当率）＝ 年間配当額 / 株主資本）

2024年3月期以降の配当方針

 取得総数：50万株（上限）、取得価額：16億円（上限）

 期間：2026年8月12日から27年5月31日

 目的：資本効率向上と株主還元強化

自己株式取得を決定

27/3期
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注意事項

事業の展望、業績予想等の将来の動向にかかる記載につきましては、歴史的事実で

はないため、不確定な要素を含んでおります。

現在入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今後の様々な

要因により予想と異なる結果となる可能性があることをご了承願います。


